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三輪さやか  

2006年 市民活動も新しい1歩へ 
2001年1月にスタートした「きらめき亀山２１」も早いもので既に6年目
を迎えます。市民と行政の協働のシンボルとして定着した「きらめき亀

山21」。これからの時代を創り出すエネルギーをさらに高め市民と行政
の得意分野を活かして不可能を可能にしていきたいものです。 

 

2月には 
この2月26日には関小学校で企画段階も含めれば合併後初めての市民交流
会も開催されます。試行錯誤も加えながら常に改革をしてきた市民交流

会です。活動報告だけでなく市民みずから創り出す未来への語り合いの

場です。今回は多くの関地区からの皆さんの参加も期待されます。 

 

10月には 
坂下を中心に東海道シンポジウムが開催されます。 

東海道の各宿場から何百人という皆さんが集合するでしょう。 

山里の地域として、どのようなもてなしができるのか市民の知恵とアイ

デアが問われることになりそうです。 

 

2007年には 
東町の百五銀行跡に「亀山市市民協働センター」（仮称）ができます。 

ソフト面を中心に具体的な管理運営を決める討議が市民と行政の双方の

参加で開催されています。市民グループの活動の場としてだけでなく、

東海道筋でもあり市役所や教育施設に近いという地の利を活かして世代

や地域を超えて集い学べる施設になる可能性をもっています。また2007
年以降、会社を退職して地域に戻ってくる多くの定年退職者の活動の場

としても期待されます。 

生まれ変わる東町の元百五銀行 （仮称）市民協働センター運営検討委員会 

バリアフリーミュージカル 

「虹色の翼」 
鈴鹿市民会館 

 2006年 2月 25日（土） 
開場17:00 ／ 開演 18:00 
26日（日） 
①開場 11:00／ 開演 12:00 
②開場16:30 ／ 開演 17:30 
3月には名古屋公演もあり 



Page 2 毎月21日の全体会では託児ができます。小さいお子様連れでもご参加ください。 

市民交流の日 2005年11月２１日の話し合い 
メインテーマ「市民活動自立支援講座～市民活動が自立していくために～」 
講師はＮＰＯ法人 市民フォーラム２１の松本美穂さんでした。 

市民フォーラム２１とは、名古屋のNPOを支援するNPOです。1995年に7名の有志によ
る呼びかけで、「市民活動の発展を考える討論会」を始めたのが出発点でした。地域の市民

NPO支援組織として、市民の力が活きる多元的な社会づくりに向けて、幅広く地域や分野を
越えたNPOの活動基盤の強化を図り、NPOと行政や企業との協働の促進をめざします。 
はじめに・・・・ 
私は津から名古屋に通っています。98年ごろから市民活動をしている有給職員です。 
当ＮＰＯは年間予算8500万 専従職員9名非常勤5名契約スタッフ数名、 
全国的にも仙台の「(特）せんだいみやぎNPOセンター」並ぶ大きな規模かと思います。 
団体の性格にはどういうタイプあるのか。 
P  個人  個人的なNPOが多い。第一歩は個人からです。  
G  グループ 個人の段階からグループへ  （個人の都合でやめることがある） 
O  組織    職務を分担し活動を続ける組織へ。 
C  法人   コーポレーションへ  責任が取れる  企業からの寄付・税金投入も可能 
しかしどれが正解かではない。各ステージでがんばるのでいい。ただし組織をつくらないと場でしかない。 

 

団体の性格に2つのスタイルがある 
運動動員型   成果で解散消滅  例えばエイズの認知、DV、 拉致被害者を救う会等 
事業型 継続充実していく 日本はまだ少ない 

 

個人のパッション（熱情）と団体としてのミッション（使命） 
理念と使命がはっきりしないと学習会ばかりの頭でっかちとなりかねない。 

シーズ（種：何ができるか）とニーズ（必要性） 

市民活動が自立していくために 
会費収入から脱するのが自立への一歩 

おかね：会費  寄付 

       事業収入      助成金 

       企画力 信頼性 

       委託収入 企画コンペ 

     自由事業収入 

販路開拓  おいしいクッキーとか 

顧客開拓  宅老と障害者を合わせるとか 

資金調達  助成金は生かすも殺すも自分たちしだい 

事業プラン  夜間保育・病児保育 

会計：信頼をいかに得るか 

制度会計：財務会計だけでなく経営会計にしていく 

官から民へ 
指定管理者 公共施設を民間管理へ 

  ハコだけでなくソフト面も民間管理へ 

高い税金を払うか、自分たちの知恵を出すか？  小さい政府化へ。  

財政基盤は自治体も民間同様厳しい、お互いがお互いを支えていく時代では。 

質疑から 
NPOの賃金？ 調査の結果、最低25000円月収もある  500万円年収程度。  
最低賃金制はどうなるのか？  ボランティアで働きたい人にやめろとは言え無いのでは。 

ＮＰＯと会社の違いは？  利益配分を株主にしないこと。 

コミュニティビジネスを自覚しているNPOは多いか？  まだ少ない 
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第6回市民交流会実行委員会  2006年2月26日開催 於：関小学校 
メインテーマ ええとこ残そう、未来の亀山 
準備が進む市民交流会。内容についての討議で今回は先に5つの分野にわかれて話し合う場を持
ち午後からは話し合いの結果を発表しあった後、展示パネルで各グループと交流を持つことにな

りました。なおパネルの設営は前日と当日の朝から行うことになりそうです。 

１０：００～１０：３０ オープニング 

１０：３０～１３：００ 話し合い（昼食含む） 

１３：００～１４：００ 全体発表 

１４：００～１５：００ 展示交流 

次回実行委員会は 

2006年1月12日（木）19：30～市役所3Ｆ 

市民のショップ「ねこの館」の半年 
猫館とら、「ねこの館」の主ですニャン。6月のオープン以来、雨
の日も風の日も手を振りお辞儀をして入り口を守ってきたぞ。うれ

しいのは前を散歩する亀山愛児園の園児たちが「とらちゃーん」な

んて声をかけてくれるようになったことだニャン。 

いつも9と10の付く日にはオイラの横には園芸鉢物がずらりと並
ぶ。それはそれは安いからけっこう売れるんだけどまだ知らない人

が多いのは残念だぞニャン。でんでんむしの会のおばさんはとって

も素敵な手作りグッズを展示即売してくれるし、それも元が取れな

いような安い値なんだ。店番がいない日は日本画の観水会の皆さん

が作品を描きながら楽しく応対してくれるよ。時には昨今の街道

ブームで東海道を歩く旅人が寄ってくださるけどあの人たちは財布

の紐がきついのだニャン。夜は７時頃までいつもパソコン相談をしている。マンツーマン指導だ

しお礼にワンコインを入れるだけで疑問点が解けるからもっと利用してほしいものだ。この春か

らはNPOパソコンサポートも本格的にオープンし毎日パソコンの修理や指導もやるそうだ。市
内なら出張修理も引き受けるそうだぞ。それにしてももっと店を出す人はいないかなあ。とにか

く空いた日が多すぎてさびしいぞニャンニャン。   

                  問い合わせはNPO招き猫の会 Tel 82-4031寺山まで 

チラシも 

決まりました 



今後の行事予定  

編集作成：「きらめき亀山２１」企画会議  

この月刊新聞は毎月21日の交流会に配布され市役所市民活動コーナーや各公共施設でも入手できます。 
EMAIL amani@helen.ocn.ne.jp  ホームページ http://www6.ocn.ne.jp/~kameyama/kirameki/ 
市民ネット http://www6.ocn.ne.jp/~kameyama/ マッホー亀山http://www.za.ztv.ne.jp/qtuh7aip/shimin/ 
｢きらめき亀山２１｣メーリングリスト １００名以上の参加者です。携帯でもOK  
加入は｢きらめき亀山２１｣ＨＰより。または｢きらめき亀山２１｣広報伊藤までご連絡ください。 

イベント名 日時 場所 

ねこの館フリーマーケット 

 

12月25日（日） 

10:00～19:00 

東町1丁目 

ねこの館 

｢きらめき亀山21｣企画会議 1月6日（金） 

19：30～21:30 

市役所3階 

理事者控室 

しゃべりばKIFAMIGO 1月8日（日） 

13：00～ 

東町1丁目 

ねこの館 

亀山国際交流の会 定例会 1月10日（火） 

19：30～ 

市役所3階 

理事者控室 

自然を愛する会 定例会 1月11日（水） 

19：00～21:00 

あいあい2階 

研修室 

第6回市民交流会実行委員会 1月12日（木） 

19：30～ 

市役所3階 

招き猫の会定例会 1月14日（土） 

18：00～20：00 

東町1丁目 

ねこの館 

ぽっかぽかの会 

アート教室 

1月15日（日） 

10：00～12：00  

あいあい 

生きがい工作室  

しゃべりばKIFAMIGO 1月15日（日） 

13：00～ 

東町1丁目 

ねこの館 

ぽっかぽかの会 

お菓子作り教室 

1月19日（木） 

9：30～13：30  
あいあい 

栄養指導室 

宿場の賑わい復活一座定例会 1月19日（木） 

19：30～21：30 

市役所 

市民活動コーナー 

ぽっかぽかの会 

 西日野養護学校見学  

1月20日（月） 

10：00～12：00  
 

ぽっかぽかの会 定例会 1月20日（月） 

19：00～ 

あいあい 

定例市民交流の日 1月21日（土） 

19:30～21:30 

 

この新聞は、古紙配合率７０％の再生紙を使用しています。 

「市橋隆雄さんを支える会」 

「市橋隆雄さんを支える会」

ではこの年末も亀山エコーで

恒例の支援募金をしました。 

特に今回は、先の9月にメン
バーたち9名が実際にケニヤを
訪問し市橋さんの活動を自分

の目で観てきました。 

その写真をパネルにして皆さ

んに観てもらいながら説明す

る場面も多くありました。 

もう6年目にはいった当会の活
動ですがすっかり地域に根を

下ろし市民の皆さんの理解も

得られるようになりました。 

今回の募金は約8万円ほどにな
り、早速ケニヤに送ることに

なります。さらにスラムの子

ども個人を特定しての学資支

援者も募ることになりまし

た。それぞれができる範囲で

市橋さんたちを理解し支援す

ること、それが亀山出身の仲

間である市橋ファミリィの励

みとなり心の支えになってい

ます。 

 

「市橋隆雄さんを支える会」 

12月3日のヒューマンフェスタ亀山に参加した。ほんとうに素晴らしかった。ジョ
ンギャスライトさんの講演も今まで呼んだ有名人の中では一番良かったと思う。人

間のもつ弱さとそれを乗り越える強さを感じ涙が出てきた。 

やはり過酷な人生体験からにじみ出たほんものの深みがあったから。 

中学生の発表では特に大きく観客が減ることがなかったし内容も未熟さの中の率直

さが似合っていた。関中のビデオは続編が見たいものだ。 （伊藤より） 


